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署や小、それlt理那勺だ九・人って　天上代．づ｛て千俣l育て！とき・
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さて、いかがでしたT Ll Jか、
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ス乍　　　す1小め

（作り／卜乱丸生

体乱の戦士

単板に行けば人かいるb

軍医強い。

交通酎ま出る。

よく考えたほう鵜

（ドク竹スランプ了ラバヤん，

元気王　　朝摘，7もへ津＿了知，

文責長くなる。

帰るヒやる気でなし、。

／ルカかいた

－生り棚／IU、中電mHナとり

この前寝てた0　禁令響け

合線素一号珍しし、。

ヒ、うちにしろ文句を盲われる。

日曜は与時まて二

すごく′u配して告

酒蝕んた磯阜選曳するのはダメ。

棟針ケ七かあった。


